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第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
登
録
利
用
者
」
を
「
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
登
録
利
用
者
は
」
を
「
利

用
者
は
」
に
、「
登
録
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
「
利
用
カ
ー
ド
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
登
録
利
用
者
」
を
「
利
用

者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
午
後
六

時
」
を
「
午
後
六
時
三
十
分
」
に
、「
午
後
四
時
」
を
「
午
後
四
時
三
十
分
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
登
録
利
用
者
」
を
「
利
用
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

登
録
利
用
者
は
、
館
長
が
定
め
る
方
式
に
よ
り
そ
の
氏
名
、
識
別
番
号
、
資
料
の
名
称
及
び
請
求
記
号
そ
の
他

の
必
要
事
項
を
入
力
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
項
の
手
続
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中「（
機
械
可
読
資
料
及
び
電
子
情
報
を
除
く
。
以
下
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削

り
、「
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
の
下
に「（
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
複
写
物
に
係
る
複

写
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
複
写
申
込
書
作
成
機
」
を
「
東
京
本
館
又
は
関
西
館
に
設
置
さ
れ
た
端
末
機
」
に
、「
利
用

カ
ー
ド
」
を
「
利
用
カ
ー
ド
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
入
館
し
て
」
の

下
に
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、」を
、「
複
写
」の
下
に「（
印
刷
出
力
に
よ
る
印
画
に
限
る
。）」

を
加
え
、「
利
用
カ
ー
ド
」
を
「
利
用
カ
ー
ド
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

３

電
気
通
信
回
線
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
前
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
複
写
を
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
館
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
複
写
の
申
込
み
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
中
第
五
項
及
び
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
四
項
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
資
料
等
」
を
「
資
料
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
音
楽
・
映
像
資
料
室
、
憲
政
資

料
室
又
は
古
典
籍
資
料
室
」
を
「
古
典
籍
資
料
室
、
憲
政
資
料
室
又
は
音
楽
・
映
像
資
料
室
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を

削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
音
楽
・
映
像
資
料
室
、
憲
政
資
料
室
又
は
古
典
籍
資
料
室
」
を
「
古
典
籍
資
料

室
、
憲
政
資
料
室
又
は
音
楽
・
映
像
資
料
室
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
一

項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

登
録
利
用
者
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
資
料
の
複
写
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
郵

送
用
資
料
複
写
申
込
書
（
様
式
第
三
）
を
郵
便
等
で
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
の
複
写
を
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
十
七
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

登
録
図
書
館
等
以
外
の
図
書
館
、
調
査
研
究
機
関
等
は
、
郵
送
用
資
料
複
写
申
込
書
を
郵
便
等
で
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
資
料
の
複
写
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
三
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
」
を
、「
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
に
」
の
下
に

「
、
入
館
し
な
い
で
行
う
複
写
の
申
込
み
に
係
る
複
写
物
は
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
」を
加
え
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
又
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
の
印
刷
出
力
に
よ
る
印
画

第
四
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
中
「
未
返
却
の
資
料
」
の
下
に「（
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
利
用
規
則
（
平
成
十

二
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
四
号
）
第
二
十
九
条
に
基
づ
き
貸
出
し
を
し
た
未
返
却
の
資
料
を
含
む
。）」を
加
え
、

「
十
件
」
を
「
十
点
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
音
楽
・
映
像
資
料
室
、
憲
政
資
料
室
及
び
古
典
籍
資
料
室
」
を
「
古
典
籍
資
料
室
、
憲

政
資
料
室
及
び
音
楽
・
映
像
資
料
室
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
資
料
を
複
製
し
た
機
械
可
読
資
料
を
複
写
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
館
長
が
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
機
械
可
読
資
料
の
複
写
物
を
も
っ
て
証
明
を
受
け
る
資
料
の
複
写
物
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
利
用
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
利
用
規
則
（
平
成
十
二
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
第
四
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
を
利
用
し
よ
う
」
を
「
に
入
室
し
よ
う
」
に
、「
第
一
資
料
室
受
付
」
を
「
当
該
閲
覧
室
の
受

付
」
に
改
め
、「
と
い
う
。）」
の
下
に
「
及
び
当
日
利
用
カ
ー
ド
」
を
加
え
、「
第
四
条
第
三
項
」
を「
第
四
条
第
四
項
」

に
改
め
、「
規
定
す
る
登
録
利
用
者
」
の
下
に「（
以
下
「
登
録
利
用
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
申
込
書
の
提
出
に
代

え
る
」
を
「
利
用
証
の
交
付
を
受
け
、
当
該
閲
覧
室
に
入
室
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
利
用
証
の
」を「
利

用
証
及
び
当
日
利
用
カ
ー
ド
の
」
に
、「
に
入
室
し
よ
う
」
を
「
を
退
室
し
よ
う
」
に
、「
を
提
示
す
る
も
の
と
し
、
退

館
時
に
は
所
定
の
場
所
に
こ
れ
」
を
「
及
び
当
日
利
用
カ
ー
ド
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
、
第
二
項
の
申
込
書
の
返
付
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

登
録
利
用
者
カ
ー
ド
に
よ
り
第
一
資
料
室
又
は
第
二
資
料
室
に
入
室
し
た
登
録
利
用
者
が
当
該
閲
覧
室
を
退
室

し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
当
該
閲
覧
室
の
受
付
に
、
利
用
証
を
返
却
す
る
と
と
も
に
登
録
利
用
者
カ
ー
ド
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
資
料
室
又
は
第
二
資
料
室
に
入
室
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り

当
日
利
用
カ
ー
ド
又
は
登
録
利
用
者
カ
ー
ド
（
以
下
「
利
用
カ
ー
ド
」
と
い
う
。）に
よ
り
入
室
の
手
続
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
館
長
が
定
め
る
申
込
書
に
そ
の
氏
名
、
連
絡
先
そ
の
他
の
必
要
事
項
を
記
載
し
て
当
該

閲
覧
室
の
受
付
に
提
出
し
、
利
用
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、当
該
閲
覧
室
に
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
当
日
利
用
カ
ー
ド
の
管
理
）

第
九
条
の
二

当
日
利
用
カ
ー
ド
は
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

当
日
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
日
利
用
カ
ー
ド
を
紛
失
し
、
又
は
破
損
し
た
と
き
は
、直
ち
に
、

そ
の
旨
を
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
際
子
ど
も
図
書
館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
日
利
用
カ
ー
ド
の
再
交
付
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
採
る
も
の
と
す
る
。

４

館
長
は
、
利
用
者
が
第
一
項
に
規
定
す
る
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
当
該
利
用

者
に
対
し
、
そ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
請
求
票
（
別
紙
様
式
第
二
）
を
当
該
閲
覧
室
の
受
付
に
提
出
し
な

け
れ
ば
」
を
「
当
該
閲
覧
室
に
設
置
さ
れ
た
端
末
機
に
、
請
求
者
の
氏
名
、
利
用
カ
ー
ド
の
番
号
そ
の
他
の
必
要
事

項
を
入
力
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
を
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
資
料
請
求
票
（
別
紙
様
式
第
二
）
を
当
該
閲
覧
室
の
受
付
に
提
出
し
、
利
用
カ
ー
ド
に
よ
り
そ
の

手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

電
気
通
信
回
線
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
資
料
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
館
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
資
料
の
請
求
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を「（
入
館
し
て
行
う
複
写
の
申
込
み
）」に
改
め
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
入
館
し
て
接
続
済
機
械
可
読
資
料
」

を
「
第
一
資
料
室
又
は
第
二
資
料
室
に
入
室
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、機
械
可
読
資
料
」

に
改
め
、「
複
写
」
の
下
に「（
印
刷
出
力
に
よ
る
印
画
に
限
る
。）」
を
、「
氏
名
」
の
下
に
「
、
利
用
カ
ー
ド
の
番
号
」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

電
気
通
信
回
線
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
第
一
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
複
写
を
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
館
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
複
写
の
申
込
み
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
入
館
し
て
」
を
「
子
ど
も
の
へ
や
に
入
室
し
て
」
に
改
め
、「（
接

続
済
機
械
可
読
資
料
及
び
電
子
情
報
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」、「（
申
込
み
に
係
る
複
写
物
の
提
供

を
申
込
み
が
行
わ
れ
た
日
の
翌
日
以
降
に
行
う
複
写
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
及
び「（
申
込
み
に
係
る
複
写
物
の
提

供
を
申
込
み
が
行
わ
れ
た
日
に
行
う
複
写
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
共
に
」
を
「
と
も
に
所
定
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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